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〈 概要 〉 新 し い 学習指導要領の 実施に伴ない
、 小 ， 中， 高等学校の 情報教育の 新 し い 体系化が進

み 、 そ れ に対応 して大学 をは じめ とす る高等教育に お ける情報教育の 体系化が必要 にな っ て きて

い る。こ の た め今回、文科系学部に対応 した、地城文 化情報の 情報教育 へ の 適用 と い う新 しい 情

報教育体系 を構成 し 、 そ の 試行結果 に つ い て 報告す る。
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1 ．は じめ に

　学習指導要領の 改訂 に よ っ て 、高等学校普

通科に 2002 年か ら 「情報」 とい う科 目が 新

設 され る 。 こ の 新教科 「情報J は 、 情報お よ

び情報技術 を活用す るための知識 と技能の 修

得を通 して 、情報 に関す る科学的 な見方や考

え方 を養 うとともに 、 祉会の 中で情報お よび

情報技術 が果た して い る役割や影響 を理 解さ

せ 、情報化 の 進展 に 主体的に対応で きる 能力

と態度を育て る こ とを 目標 に し て い る 。

　情報活用 の 基礎的知識 と技能 に重点 を置 く

「情報 A 」 ，情報 の 科学的理 解 と問題 解決力

を中心 とした 「情報 B 」， 情 報通信 ネ ッ トワ

ークや コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 問題を重視 とし

た 「情報 C 」 ま で の 各 2 単位 の 3 科 目中、必

修科 目 として 1科 目を必 ず履修 しなけれ ば な

らな い
。

　 こ こ で は 、
こ の 「情報 AJ 〜 「情報 C 」 ま

で の 内容に つ い て詳 し く分析 、記載す るこ と

は避ける が
、 その い ずれが 選択 され た場合で

も共通す る部分 が 多 く 、 学ぶ 内容 の 比重が異

なる とい うこ とで ある 。 これ は情報活用能力

と い う点か ら見 て 、 すべ て の 高校生 が 基礎的

な内容 に つ い て理 解 して い る 必要 が あるた め

で ある が、内容的 に は 、今 日ま で の 大学にお

ける情報 （処理）基礎教育にお い て実施 され

て きた教育内容 の ほ とん どを網羅す るもの と

な っ て い る た め 、大学にお ける情報教育の あ

り方に も少 なか らず影響 を与える こ とは必 至

で ある 。

2 。大学 の 新 しい 情報教 育体系の 検討

　高等学校 にお ける情報教 育の 新 し い 体系化

に よ っ て 、全 て の 高校生 が 「情報亅 の 知識 ・

技能 を修得 して大学に入学す るよ うになる 。

ただそ の 内容に つ い て は、網 羅的で あ るが た

めに基礎 、 基本の 域に止 ま り、 また コ ン ピ ュ

ー
タ を使 っ た 実習 内容 （「情報 A 」 で は 、総

時間数の 2 分 の 1 以上 、「情報 B 亅 「情報 C 」

で は総時間数の 3 分の 1 以 上を実習に 当て る

こ とに な っ て い る）も全体の 時間数か ら見て 、

入 門、初歩 の レ ベ ル で ある と想 定する 。

　 し か しなが ら全て の 高校生 が
一

定の レ ベ ル

の 知識 ・技能 をもっ て 大学等の 高等教育機 関

に入学 して くる以上、大学教育にお ける情報

教育の 中身が今ま で の ままで 良い 訳 が ない 。

　 つ ま り、従来の い わ ゆ る操作教育とい われ

た 日本語 ワ
ー

プ ロ 、表集計 、 デー
タ ベ ー

ス 等

の 操 作 ・利用 につ い て の 教育を含めて 、ス パ

イ ラル 的に その 教育の 内容 、質的な向上 が図

られ る と と もに 、そ の 基礎 の 上に各分野 で の

情報内容 （コ ン テ ン ツ ）に関す る教育 が重要

とな っ て くる の で ある 。

3 ．地域文化情報の 情報教育 へ の 適用

　文科系で 、また 地域社会に 立脚 した 大学に

お い て は 、情報内容 （コ ンテ ン ツ ） に関す る

教育を行 う場合、地域 文化情報 をそ の 情報教

育に適用する こ とは 重要な意 味を持 つ 。

　今 日、情報 内容 （コ ン テ ン ツ ） の 整理 ・開

発 ・流通 ・利用能力の ある人材 育成 は今後 の

大 きな問題 で あるが 、特に文科系の 分野 で最

も要望 され て い る文化情報内容 の 開発能力 の

あ る人材育成は大学教育に課せ られ た重要 な

課題で あ る と考え る。

　その 際、特に 学生 が 情報 を考え収集、整理、

表現 、 伝達 （通信）等の 情報活用 の 力 を育成

す るに は 、身近 で 多様な情報を持つ 地域の 文
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化データ ベ ー ス の 利用 が最 も適 した 教材で あ

る。

　その ため以下 4 ．にお い て 示す情報内容 （コ

ン テ ン ツ ）教育資料 と して の 地域文化情報資

料 を利 用 して 、 5 ．の 構成機器 を用 い る こ と

で 、 記録項 目 ・検索語 の 検討 、
シ ソーラ ス の

作成 、 各種資料の デ ジ タル 化 を含 む地域素材

デー
タ ベ ー

ス の 構築 、 データベ ー
ス の 検索、

検索 したデ
ー

タ を用 い た資料の 作成等に つ い

て 、試行的に 教育を行 っ た の で 、そ のプ ロ セ

ス お よび成果に つ い て 報告する こ とにす る 。

4 ．地域文化情報資料の 内容

  県内 20 施設の 所蔵データベ ー ス

　　 各施 設約 300 件，合計約 6
，
000 件 の

　　画 像資料デー
タ ベ ー

ス

  高山市 、 河合村 、 谷汲村等の 地域素材デ

　　ー
タ ベ ー

ス （画 像 中心 ）

（岐阜県）

高 山市 　 約 3 ，000 件

河合村　　約 2 ，000 件

谷汲村 　 約 2，000 件

そ の 他　　約 3，000 件

（全　国）

　　北海道〜沖縄 （21 県）約 6 ， 000 件

　　　これ らの 地域文化情報は フ ィ ル ム 、

　 　　Photo−CD 、　 MO を媒体 と して い る 。

※以上の 地域文化情報資料は岐阜 県情報化活

性 化委員会 、 学習 シ ス テム 研 究会等 か ら貸与

参考　地域 文化情報 の
一

例

5 ．実習教室の 機器構成 （マ ル テ メデ ィア データベ ース 開発 室）
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